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子ども達が元気なまち、子育てしやすいまちへ
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若い世代に住んでいただく為には、保育園、学童の充実は
必須です。子育てしやすい環境つくりが欠かせません。子
どもは宝、地域の活力です。子育て世代（20 代～ 40 代）
の若者が住んでくれる為には不可欠です。
市内には共働き家庭も多く、希望者が増えているにも関わ
らず、保育園に入れない待機児童は多数です。また、小学
生が放課後、家族などの迎えが来るまで過ごす、学童クラ
ブなども待機児童が特に七栄地域で課題です。この問題は
早急に対策を打たなければならない問題です。

学校運営に子ども達の声を反映していく工夫を積極的に。
こどもの「生の声、本音や希望」を聞き取る工夫をすべし

学校の運営が大人中心で決められ、進められる事が課題だと、過去から指摘
されています。「子ども達中心」の発想で、生の声に耳を傾け、改善していく
仕組みを作るべきです。

人は褒められると嬉しくなり、そこから
好奇心、探求心が生まれます。特に先生から褒めてもらった喜び
は忘れません。先生から褒めてもらった事が人生の目標になる事
があります。目標ができると、誰でも、熱心に取り組み、成績は
自然にアップするもの。好奇心、探求心を育てる教育を目指すべ
きです。
その為にも先生が生徒児童を褒める「精神的な余裕をもてる環境」
づくりが必要です。忙しすぎる先生、もっと先生方の負担を軽くし、
子ども達と向き合い、ゆっくり話しあえる環境をつくっていく事
が大事です。
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地域の市民がもっと学校の中に入って、生徒と話し、教え、
触れ合い、相談を聞く、開かれた環境が最近特に大事と
考えます。学校支援ボランティアさんによる、登下校見
守り、校庭の草刈などのこれまでのご努力に加えて・・・
実際学校、教室の中で一般の地域の大人たちが、先生と
連携し、生徒と交流する事で、先生以外からの学びの場
が持てます。
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本紙は富里市の抱える課題、そして議会を通じて
私が、市に質し、主張し、行動してきた事のご報告です。
この 4年間で幾つかは実現し、または進展がありました。
是非、ご覧いただき、関心を持っていただけたら有難いです。

検索井上　富里



市内拠点つくりを市へ主張しています。コロナ感染時には訪問診療の体制整
備のニーズが増えていますし、また在宅で（自宅などで）緩和ケア、終末ケ
アを受ける方が増えてきます。現在、成田市や酒々井町などの近隣からきて
いただいているのが現状です。市内に訪問診療医の招致を急ぐべきです。

障がい者支援、
「合理的配慮」の考え浸透を

生活困窮の市民のために、
福祉部門の連携した相談体制が大事

また関連する社会福祉協議会、地域包括支援センターとの情報共有、
連携が必須です。・・・このような体制と連携を市に求めています。
新型コロナ感染拡大に伴って仕事が無くなるなど、生活が困難となった
方へ実施された「生活福祉金の特例貸付」の返済が令和 5年から始まり
ました。返済が困難な方が多数見込まれます、寄り添ったフォロー、
ケアを今まで以上に継続していただくように、主張しています。

困難を抱えた市民からの相談が複
雑化、多様化してきています。以
前だったら親戚や隣人で面倒を見
ていただいていた事が、少子高齢
化や世帯の孤立化で、市が相談対
応しなければならない事案が増え
ています。市の福祉部門全体と、

総合相談窓口

子育て支援
障害福祉

介護

生活支援

・障がい者に対する「合理的配慮」が法律で義務
　化されました。市はしっかり市民、市内事業者
　へ告知し、理解浸透をしていただきたい。
・コロナで減収が著しい、障がい者施設への物品
　発注（優先調達）増額を提案。
・成年後見人制度のニーズが高まっています。
　社会福祉協議会と連携し支援強化すべきです。
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国際交流の在り方について、市へ求めてきま
した。市内には外国籍の市民 2800 人余りの
方が住んでいらっしゃいますが、市内イベン
トでも会う機会が少なく、交流が十分とは言
えません。殆どがアジア系の方々です。
同じ市民ですから、相互交流が大事です。もっ
と積極的なお誘いのアクションを市がとるべ
きです。

消防署職員の業務負荷が過大に
なっています。しっかりとした
人員配置、負荷軽減策を徹底して
いただきたい、と主張しています。

繰り返され、長く続く、コロナ感染流行の影響で、
緊急搬送困難事案が増え、緊急出動件数と対応
時間が増えています。今後も規制が緩和され、
感染拡大の懸念もあります。職員の負担が急増
しています。市民の生命を守る、消防職員への
配慮を提言しています。

以前から、市内を自由に走りまわる自動走行型
の電気自動車の取り組みを提案してきました。
維持費が安く、運転者の人件費もいらない、小
型で小回りOK、他の自治体では実証走行が進
んでいます。免許返納、自動車を手放す、など
で移動手段に困る高齢者が増えています。持続
可能な移動手段への確保、準備が大事です。

訪問介護サービスは充実してきましたが・・・高齢
化が進む富里市、訪問診療の体制整備が急務です。

高齢者の医療、特に訪問診療が
受けられる市内拠点誘致が必要です。

 安心して暮らせるまちへ
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岩崎久彌

公共施設を市民が使い
やすいものへ
その為に：オンライン予約
など導入すべきです

市の施設では、休日は休館、閉館は 5時
15 分、予約は直接窓口へ・・・など「市
民の立場にたっていない、使いにくい、
予約が大変、他の自治体はもっと便利」・・
の声がありました。
管理している「管理運営組織」「管理を依
頼している指定管理者」と連携して改善
工夫を指摘してきました。

富里市の緑豊かな自然環境は宝です
その為に：豊かな自然環境を守る計画をしっかりたてるべき

富里市民のアンケートで「富里の好きな
ところは？」の回答一番は・・・「緑が豊
か、野菜が新鮮で、ホタル舞う里山が幾
つもあり、自然災害が殆どなく、のんび
りしていて好き」です。この自然環境を
次世代に継承していく事が大事です。・・・
その為に、荒れた雑木林、倒木等で景観
の悪い林を伐採整理して、その後に「花
が咲き、実がなり、昆虫があつまり、鳥
が住む、広葉樹の森」へ再生するなどの
計画が大事です。荒れた杉林 伐採・植樹 再生された緑の林

➡ ➡

末廣別邸公園（旧三菱家岩崎別邸）を
市民に愛される公園へ
その為に：質素な品格が魅力です。
コンセプトをしっかり持つべき

岩崎久彌の住まい、六義園 ( 文
京区 ) や旧岩崎庭園（台東区）
は豪華な庭園、建築物で有名
です。しかし久彌が晩年過ご
した富里の別邸は、質素な品
格ある自然と調和
した「たたづまい」です。里山、
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運営を任されている指定管理者は、
プロポーザル方式、という提案型の
内容を、市が厳選して選定されたも
のです。「この事業者なら任せられる」
と市が判断した、「提案」をしっかり
実行していただく事が大事。指定管
理者と市は「目的意識を共有して」、
より来場者に満足していただける体
制を強化していただきたいです。

市役所の業務効率アップ、コスト削減を
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民間機関・研究機関・大学のゼ
ミや教授などの専門家と通年の
非常勤個人契約で、逐次サポー
トや助言を得るような関係を構
築すべきと主張しています。

市のデータ管理システムを他の自治体と共用
する、自治体クラウド。５つの自治体で共用
すれば、費用は 1/5 です。
今まで毎年、この問題を指摘し、議会で取り
上げています。

専用ネットワーク

A市役所 C村役場B町役場

住民基本台帳や
納税などの情報を
　預かり管理
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治
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外部データセンター 市役所の基幹システムの標準化、
共用化で経費大幅削減を

谷津の起伏ある地形を活かした、元来地元に生息していた草木の景
観を活かしたつくりで、野趣あふれ、自然を愛した思いを伝える貴
重な空間です。富里の原風景を思わせる自然的価値が魅力です。

富里を魅力あるまちへ



財政状況が改善してきました。
将来大きな負担が見込まれる「公共施設の更新」に備え、明確な財政計画が必要です。

過去に新保健センターと給食センターの建て替えや、こども園新設などで大きな起債（借金）をし、その後、厳しい財政運営が
続いてきましたが、五十嵐市長になってから、借金は毎年 2 億５千万円までしかしない、との方針を継続し、収支の改善にとり
くみ効果がでてきています。累積の借金総額は減り、貯金 ( 基金 ) も積み増してきました。

(億円 )
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市の貯金も増えています
（将来の為、緊急時の為に）
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活動報告を
お届けしています！

活動報告を
お届けしています！

多くの方と話し、貴重なご意見を頂戴しながら
市民の皆さんへ活動の様子を
報告させていただいてきました。

〒286-0221 千葉県富里市七栄650-195
TEL 0476-92-5683
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修繕・建替の費用予測
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ピークは令和 25年頃

単純に、過去の事績から推測すると、今後
毎年 3億円のお金が足りません。その為の
工夫と資金計画が必要です。

※グラフはイメージです。

井上 やすし　プロフィール
昭和 30年 (1955 年 ) 9 月生まれの羊年 67歳

● 富里小学校、富里中学校を卒業

● 佐倉高等学校卒業

● 武蔵工業大学　電気工学科　卒業（現在の東京都市大学）

● 本田技研の技術研究所に勤務
　 アコード、プレリュードなどの
     四輪自動車の設計を担当

● アメリカに本部を置く企業 (PADI) の
 　日本支部にて教育指導部門の責任者
　 として勤務
    海洋レジャースポーツの指導員育成を
     国内外で担当

《家族構成》
　妻 (会社員 )、長女、長男との4人家族
　(子供 2人は結婚し独立 )

《特技&資格》
　スクーバダイビングのインストラクター資格
　心肺蘇生救急手当ての指導員資格
　障がい者スポーツ指導員

《これまでの地域活動実績》
　地元サッカーチームのコーチ
　幼稚園・学童などでの生物お話会
　地元里山の環境整備の活動
　パラスポーツ　ボッチャの普及活動

いのうえ

アメリカ本部スタッフと

子供たちにスクーバダイビングの指導中

一方、市役所や学校などの建物は老朽化してきて、修繕・
修繕で手当して何とか乗り切っていますが、
今後、本格的な建て替えに備えて、資金を準備しないとい
けません。公共施設の維持管理への明確な計画が大事です。

https://inoueyasushi.com
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財政運営の課題を提言

生き物の絵本の
読み聞かせ


